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まで冷静な観察をあ

中嶋氏が西日本政経懇話会で講演

ー
『
中
国
の

新
体
制
と
最
近
の

国
際
情
勢』

｜

体
制
と
最近
の
国
際
司岡
勢』
と
題し
て

認
演し
た。
同
民は
『
日
本と
中
国は

異
母
兄
掲の
よ
うな
関
係に
あ
P、
一

度
仰が
ζ
b
れ
る
とH
他
人u
よ
り
関

係
回
復は
む
ず
か
し
い。
中
国に
対し

て
は
ド
ラ
イな
対
応が
必要
だ
ろ
う』

y
l
ダ
1
シ
ッ
プ
内部
の
安
定
④
闘
か

れ
た
中
国が
第一
歩
を
記し
た、
の
四

点で
あ
る。
し
か
し、
依
然
とし
て
中

国
共
産
党の
ワ
ク
組
み
の
中で、
政
治

ば
動い
てお
り、
権
力
闘
争は
い
ま
も

あ
る。
結
論は
早え
と
下
ずべ
きで
は

な
ど
と
約一
時
聞に
わ
た
っ
て
語っ

た。
講
演
夜一回百、
次
の
遥
D。

一、
先の
第
五
期
令
国
人
民
代
表
大

会で、
中
国
の
新
体
制が
はっ
き
りし

た
と一
般
的に
な
一言
わ
れ
て
い
る。
そ

の
特
徴
は
①
党政
分
離＠
革
命
第－ゐ
世

代の
笠
一場に
よ
る
上
層
部
の
者
逮
D
＠

西
日
本
政
経怒
話会
筑
豊
地
区
十
月

例
会は、
二
十
七
日
午
後
第時
半か
ら

飯
塚
市西
町
の
文
化
セン
ター
で
聞

き、
東
京
外
語
大
数
授で
中
国
問
題

研
比九山部
の
中
嶋
嶺
雄
氏
が
「
中
国
の
新

な
い、
と
考
える。

一、
中
国
の
現
在の
G
N
P
（
国
民

総
生産）
は一
人
当た
り二
百一一一
十
｜

一一
百
四十
戸で、
日
本の三
十
分
の一。

一一
十
年
後
に
は
千
店を
目
標
と一冨
わ

れ
てい
る
が、
そ
れ
さ
え
困
難な
ので

は
な
い
か。一ニ
十
年
間、
権
力
闘
争に

＇·＇＂＇＇.λが＇＂豆、

講演する中嶋嶺雄氏

明
け
暮れ
た
中
国は
い
ま、
政
治、
社

会
体
制
を
堅
持し
な
が
ら、
資
本
主
義

的シ
ス
テム
を
取
り入
れ
経
務
を
活
発

化さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
るよ
う
だ

が、
果
た
し
て
そ
れ
が
で
き
る
の
か。

か
な
り
の
混
乱
を
き
た
す
ので
は
な
い

屯←
一、
中
国に
は二
つ
の
顔が
あ
る。

マ
スコ
ミ
で
知
り
得る
顕
教
的
（
表）

な
額
と
知
D
得
な
い
筒
教
的（
裏）
な

顔
だ。
私た
ちが
知
ら
な
い
部
分が
多

〈、
ふ
と
こ
ろが
深
い
国
だ
と
言
え

る。
払た
ちは
あ
く
まで
中
国
を
深
く

分
析
し、
二
つ
の
顔を
統一
し
て
見な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
る
う。
ド
ラ
イで

冷
静
芯
対
応が
必
要
だ
とい
う乙
と

だ。
た
と
え
ば
単
に
友
好ム
ー
ド
に
あ

お
ら
れ
た
プ
ラン
ト
輸
出な
ど
は、
慎

み
た
い。
先
進的な
技
術
を
日
本か
ら

導入
し
た
宝
山
製鉄
所は
現
状に
そ
手、

わ
ず、
お
金
ば
か
Dか
かっ
て
結局、

現
在の
とこ
ろ
失
敗に
終
わっ
て
い

日也。
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